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次元上昇モデル

「次元上昇」による成長の実現

Social
Value

Nature
 Value

Core
Value

自動車関連事業を中心とした“Core Value”、

循環型静脈事業等の“Social Value”、

再生可能エネルギー事業等の“Nature Value”の事業領域が

他社に負けない異能の強みを持つ領域です。

過去からの延長線上にあるオーガニックな成長路線を越え、

事業の次元そのものを一段上に引き上げていきます。

“掛け合わせの
次元上昇”

Social
Value

Core
Value

Social Value

Nature Value

Core Value

Africa

Nature
Value

Social
Value

Core 
Value

Global South

次
“

 ”

の能
異 

元上 昇

唯一無二の強みを最大化しつつ
各領域の強みを掛け合わせることで、

さらなる次元上昇を実現

同時に
次元上昇した領域を
グローバルサウスへ展開
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電動化の加速に伴い、バッテリー安定供給を
実現する“バッテリーエコシステム”構築

安心安全な次世代モビリティ社会実現に向けた
SDV*1およびコネクテッド事業推進

エネルギーとモビリティ形態の
多様化を見据えた新規事業創出

次世代モビリティ社会の先導者となる

次世代
モビリティ
産業

自動車
関連事業

車両/部品
リサイクル中古車販売 車両／部品
リサイクル

利用・
アフターサービス輸送・販売組立工場設備サプライチェーン管理・

物流設計・開発

● 内外装部品
● アクセサリー
● 梱包資材
● 新素材

● 部品調達
● 修理、据付工事
● 工場常備品

● 完成車物流
● 完成車販売
● 販売金融

● 中古車流通プラッ
トフォーム運営

● 中古車販売

● 廃車リサイクル
● 資源回収
● 再資源化

● 混載物流含む流通
● 受発注／統合需給
　管理、システム構築
● 素材調達～流通
● 部品・アクセサリー

● タイヤ組付
● 車両検査
● KD方式*2車両組立
● 架装

● 保険
● 補給部品
● 修理・メンテナンス

電動化 知能化 多様化

日本・欧州での
水素製造・供給事業

ドローン
配送事業

中東・南アフリカ・タイでの
ナビサービス提供

アジアでのフリート
マネジメントサービス

ブラックマス

精錬

前駆体

活物質電池

車両

回収

バッテリー
エコシステム

次元上昇の取り組みによる成長戦略の実現 Core Value

*1 Software Defined Vehicle      *2 Knock Down方式：製品を部品または半完成品の状態で輸出し、海外の工場で組み立てる生産・物流の方式

自動車産業は100年に一度の大変革期にあり、次世代モビリティ産業へと進化しつつあります。これまで当社が培ってきた自動車関連事業の総合バリューチェーンを活かして、「電動化」「知能化」「多様

化」の切り口で新たな事業を創出することで次世代モビリティ社会の先導者となります。
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グローバルNo.1のサーキュラーエコノミープロバイダーへ

静脈 サプライチェーン

廃プラスチック再資源化

最新の選別技術により
高品質再生プラスチックを生産

図内数字：年間取扱量
約1.2万t

廃バッテリー再資源化

廃バッテリーの
レアメタル再資源化

約3千t

廃触媒再資源化

使用済み触媒の
レアメタル再資源化

約250t

廃アルミ再資源化

アルミ再生溶湯による
再生アルミ合金の供給
世界7カ国17拠点へ
グローバル展開 

約60万t
（日本・中国・インド・北米等）

工場回収

工場排出の
スクラップの回収事業
世界13カ国26拠点へ
グローバル展開

約620万t
（日本・中国・インド・北米・メキシコ等）

市中回収

北米100カ所の市中集荷網を
活用したスクラップ回収事業

Radius 
Recycling社
完全子会社化

約480万t

廃車回収

使用済み自動車の「回収」 
「破砕」「選別」によるリサイクル

約10万t動静脈連携
（クローズドループ）

動脈 サプライチェーン

Social Value次元上昇の取り組みによる成長戦略の実現

販売

製
造

再資
源化

回
収

豊田通商グループは、自動車製造における原材料調達から販売に至る「動脈サプライチェーン」と、廃車や廃プラスチック等の資源回収、再資源化を行う「静脈サプライチェーン」を一貫して構築してきま

した。また、将来のバッテリー需要の高まりを見据えて、廃バッテリー再資源化に先行して取り組んでいます。これらの取り組みをグローバルへ展開し、グローバルNo.1のサーキュラーエコノミープロ

バイダーを目指します。
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グローバルサウス

アフリカでの事業規模を3倍へ拡大

４つの事業領域

モビリティ

アフリカ54カ国で モビリティバ
リューチェーン展開

グリーンインフラ

エジプトでの風力発電事業

ヘルスケア

医薬品小売事業（Goodlife社）

コンシューマー

ユニ・チャーム（株）との生理用ナ
プキンの生産・販売事業

収益（売上）

自動車販売数

人口

実質GDP
（3.5兆USD → 5.8兆USD）

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2035 2050 （年）

約5,000億円
（2018年3月期）

約1.5兆円
（2025年3月期）

実質GDP 約1.7倍

（15億人 → 18億人）
人口 約1.2倍

（130万台 → 220万台）
自動車販売数  約1.7倍*

2025 → 2035

（5.8兆USD → 10.0兆USD）
実質GDP 約1.7倍

（18億人 → 25億人）
人口 約1.4倍

（220万台 → 500万台）
自動車販売数  約2.3倍*

2035 → 2050

2017年→2024年で

3倍に成長

2025年→2035年で

3倍の成長を目指す

次元上昇の取り組みによる成長戦略の実現

全54カ国のネットワーク

*当社推計値

豊田通商グループは170年以上にわたり、アフリカの経済発展に携わってきました。グループ会社のCFAO社と共に、モビリティ・グリーンインフラ・ヘルスケア・コンシューマーという4つの事業領域と、

アフリカ全54カ国での面展開によって、2017年からの7年間で約3倍の成長を実現しました。アフリカの人口や経済の成長はさらに加速し、世界の成長エンジンとしての役割が期待されています。この

急激な成長と共に顕在化する課題の解決に貢献する事業を創出することで、2035年に向けて事業規模を約3倍へ拡大していきます。
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特集

―Radius Recycling社の完全子会社化―

グローバルNo.1の
サーキュラーエコノミー
プロバイダーへ 　「金属スクラップ」「使用済み自動車」「車載用電池」の3つの領域

でシナジーを最大化させ、再生資源のグローバルへの供給基地を

目指します。当社の強みである、製造工程から発生する廃材や使用

済み品を回収し再度生産工程へ供給する「クローズドループの

構築」、廃車のみならず廃触媒や車載電池まで幅広いリサイクルを

可能にする「再資源化機能」と「再資源化技術」をRadius Recycling

社の強みと掛け合せることで幅広くサーキュラーエコノミー、カー

ボンニュートラルに貢献することを目指します。

強みの掛け合わせで、再生資源の
グローバルへの供給基地を目指す2

❶ 北米で100を超える自社回収・集荷拠点

Radius Recycling社の強み

❷ 顧客ニーズに合わせた再生資源の供給能力

取り扱い品目 （2024年8月期実績）

1

金属スクラップ

● 回収ヤード網
（53拠点）
● 豊富な取扱数量
（米国2位）

● 自動車OEMへの鋼
材サプライチェーン

● 再生資源品質の作り
込み

● 工場内廃棄物管理
サービス

● 再生資源を起点としたグ
リーンスチールのサプライ
チェーン構築

● 自動車OEMの再生資源
ニーズに対する高品質な
再生材料サプライチェーン
構築

シナジー

使用済み自動車

● 回収ヤード網
（50拠点）
● シュレッダー母材

● 使用済み自動車から
の高い資源回収率

● 自動車OEM向けク
ローズドループ

シナジー

車載用電池

● 使用済み自動車か
らの回収

● 電池の再資源化技術
● 電池メーカーへの再
生電池材料のサプラ
イチェーン

● 市中発生の使用済み電池・
工場発生電池廃材の回収
と再資源化による電池ク
ローズドループの構築

シナジー

鉄くず
450万トン

非鉄くず
334千トン

廃車
660千台

中古パーツ
384万部品

鉄鋼製品
509千トン

　Radius Recycling社の強みは全米各地のネットワークを活かした

母材回収、回収した母材を高品質な再生資源へ選別加工する技術、

またそれらを港湾設備等を活用し国内のみならずグローバルへ供

給できる体制にあります。これによりお客さまの多様な素材ニー

ズに対応した高品質な再生資源の安定供給が可能となります。

　また、電炉を活用したグリーンスチール

の製造や、使用済み自動車から取り外し

た部品の販売から金属資源回収までを

一貫して行うPick-n-Pull事業、パート

ナー連携による全米回収ネットワークを

活用したワンストップ廃棄物引き取り・再

資源化サービスを通じて、環境負荷の低

減と資源循環の両立を図り、持続可能で

豊かな社会の実現に貢献しています。

　当社は、2025年7月に、Toyota Tsusho 

America社を通じて、北米トップクラスのリサ

イクル企業である米国のRadius Recycling社

を完全子会社化しました。豊田通商が持つ再

生資源を軸としたクローズドなサプライ

チェーンを構築する機能とRadius Recycling

社の強みを掛け合わせることで、新たなモノづ

くりを通じて北米における高品質な再生資源の

供給を強化していきます。

拠点の分布
金属リサイクル拠点
自動車リサイクル拠点
鋼材製造拠点

● 既存の取扱商品に対する付
加価値の向上（再生資源・
部品）

● 自動車OEM向け廃触媒由
来の再生貴金属供給量の
増加
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